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今年の夏は非常に暑かった。

初めは、この暑さは感覚的なものと思っていた。そ

れは、梅雨が明けた後の7月は本当に梅雨が明

けたのかというようなすっきりしない天気が続き、

気温が例年のように一気に上がらなかったせい

であり、また、8月に入ってからも4、5日間は北から

寒気がやってきては激しい雷雨があり、夜はタオ

ルケット一枚では肌寒く感じるほどであったからで

ある。

だから今年の夏の暑さは、それまでの天気の前歴

に身体が慣れていたことが関係して余計に暑く感

じるのだろうと思ったのである。ところが広島の原

爆忌頃から後、テレビに映される気象衛星の雲画

像を見ていると、日本上空に直径およそ1000ｋｍの

高気圧性の渦が出現し、中国大陸から移ってくる

雲を寄せ付けなくなった。天気は、近年には珍しく、

抜けるような青空の夏に一転し、気温は一挙に上

昇した。

暑さをもたらした高気圧の渦は、その中心が関東

地方に位置していたため、鳥取地方には南風を

もたらした。通常の夏の熱い空気と強い日差しの

うえに、中国山脈を越えた山越え気流のフェーン

現象も加わり「猛暑日」が続いた。猛暑日とは、今

年の4月から気象庁が設けた言葉で、一日の最高

気温が35℃を超えた日のことを言う。この猛暑日と

いう言葉が高温を実感させる語となり、来る日も来

る日もニュースで聞かされると暑さの印象が強め

られた感がある。

鳥取のしゃんしゃん祭りが行われた8月11日、鳥取

環境大学の学生連は、それまでの練習の成果を

のびのびと演じ沿道の声援を浴びたが、この日鳥

取市の最高気温は37.1℃、14日には米子市で

38.6℃を記録し、山陰地方の暑さはピークとなった。

その後、日本上空の高気圧の渦は徐々に中心を

西に移し始め、鳥取の南風は弱まったが、暑さは

収まらないままお盆を迎えた。渦の中心が中国地

方から九州付近に移った16日、岐阜県の多治見、

関東の熊谷で、気温が40.9℃を示し、74年ぶりに

最高気温の観測記録が0.1℃更新された。この高

温もフェーン現象が犯人であると解説された。す

なわち、高気圧の中心域から吹き出す風は時計

回りで、その中心の東側では北西風となる。この

北寄りの風が本州の脊梁山脈、日本アルプスの

連山を越えて関東平野、中部地方に吹き降りるこ

ととなったのである。この気圧配置が持続的であっ

たため、多治見では、40℃を越える気温が2日も続

き、このニュースが今年の暑さをさらに強く印象付

け、決定的なものにした。

　

今年の夏の気象を少し細かに記したが、これを

温暖化に短絡して説明することはできない。そこ

にもどかしさを覚える。上述のように高温となった

気象的な因果関係は説明することができる。しか

し、温室効果ガスがどれだけ、どのように影響した

かについては具体的に説明できないのである。論

理的な説明がつかないとうそぶいて、技術最優先、

経済最優先、競争原理、グローバル経済に社会

は突き進んでいる。そのなかで世界は、食料、水、

エネルギーの不足に向かって進んでおり、経済力

に勝る者が足りない資源を確保・占有しようとして

いるように思えてならない。自然に感謝し、人を大

事にし、対話してお互いに足りないものを分け合う

ような、かつての社会にあった文化、切り捨てられ

てきた文化をもう一度思い起こすマインドが必要

ではないだろうか。鳥取環境大学では、学生ととも

にこの環境マインドを探求し、身近なことから実践

を試みているところである。
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